連合長崎政治学習会　細野幹事長講演（2013.05.18）

４年前に政権を取り皆さんは大きく期待をしていたと思います。その思いからすると政権運営にいろんな反省点がありました。

1 鳩山政権時の普天間の問題

政策は優先順位を考える必要がありました。予算編成に大きなエネルギーを費やすこととなり、結局は時間だけが経過し、問題が大きくなりました。

2 消費税問題

マニフェスト（政権公約）には書いていませんでしたが、共生社会をつくるための社会保障政策は最重要政策と考えたため決断しました。

3 医療政策

民主党は国民の立場、患者の立場にたった政策を考えていたが、自民党は医師会というフィルターを通して医療をみていた。このため医師会は自民党を支え続けました。

4 財源問題
与党経験をした議員が極めて限られていたことなどから、全ての情報を得ることが出来ず、財源に対する甘さが分かり消費税増税のお願いをしなければならなくなりました。

今夏の参議院議員選挙は、ここが頑張りどころと考えています。

安部政権が誕生して5ヶ月が経つが落ち着いた運営をしている。この点は評価したいが6年前の過去を反省し、本当に考え方を改めたのかは、厳しい視線を向けざるを得ない。社会保障制度に関しては、消費増税はお願いするが、長期的な社会保障制度改革については取り組まないと言っていることに等しい。議員定数削減についても、高木義明議員が苦労しているが、「０増５減」というまやかしのような主張を行っています。私たちは８０削減（選挙区３０削減・比例区５０削減）という法案を国会に提出しています。
民主党の政策は生活者、納税者、消費者、働く人の立場に立ちます。これに加えて定数の問題、地域主権改革もしなくてはならないと考えています。

加えて改革政党としてつくっていかなければならないことがあります。

1 共生社会

総理は「誰かに寄りかかる心を捨てることからわが国はスタートすべき」と発言しています。いろいろな思いを込めたと思いますが、やや違和感を覚えました。経済的にも自立を出来ることが望ましいことは間違いありません。しかし、いろいろな環境で苦しんでいる人たちもいます。困ったときに寄りかかってもいいんです。それが政治のメッセージと思います。しかし、逆に自分が寄りかかられたときは、何かしてあげる必要があります。これが民主党が考える共生社会です。

2 経済成長

経済は良くなって喜んでいる人もいますが、それが働く皆さんにとって将来持続するものになっているのか、さらに言うなら後輩や子ども、孫まで持続できるような財政状況か、皆さんに考えていただきたい。
3 安全保障

自民党と維新をみていて、保守政党とは思えません。戦時中も含めてわが国がやったことは全て正しいとするのは、保守ではなく、私は国家主義と呼びます。立憲主義の理念もないがしろにされつつあります。この自民党の憲法案は、いつの国のどこの憲法かと私は言いたい。この大きな流れに待ったをかけなければなりません。

